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屋 久 島 に は 世 界 的 に も 貴 重 な 森 林 環 境 が 残 さ れ て い る と し て 、 世 界 自 然 遺 産 地 域 に 登 録 さ れ 、
島 の 西 部 で は 標 高 2 0 0 m ほ ど の 海 岸 付 近 ま で が 遺 産 地 域 の 対 象 と な っ て い る 。 島 の 中 央 部 で は ほ と
ん ど の 場 所 が ヤ ク ス ギ 林 で 占 め ら れ て い る の に 対 し 、 西 部 で は ス ダ ジ イ や イ ス ノ キ が 優 占 す る 照
葉 樹 林 が 成 立 し て い る 。 西 部 の 照 葉 樹 林 は 中 央 部 へ の 垂 直 的 な 連 続 性 を 保 っ て い る と 同 時 に 、 水
平 方 向 に も 南 北 2 0 k m ほ ど の 広 が り を も っ て お り 、 国 内 で は な か な か 見 ら れ な い 大 規 模 な 面 積 の 照
葉 樹 林 で あ る 。
し か し な が ら 、 こ の 地 域 に は か つ て 集 落 が 存 在 し た こ と が あ り 、 炭 焼 き 、 樟 脳 製 造 、 畑 作 な ど
が お こ な わ れ て い た こ と が 知 ら れ て い る ( 宮 本 1974 、 上 屋 久 町 教 育 委 員 会 1984 、 屋 久 町 郷 土 史 編
さ ん 委 員 会 1993) 。 林 内 に は 崩 れ か け た 炭 焼 き 窯 や 陶 器 の か け ら が 散 見 さ れ 、 か つ て 人 が 生 活 し
て い た こ と が う か が い 知 れ る 。 萌 芽 再 生 し た マ テ パ シ イ や モ ク タ チ バ ナ 、 畑 あ と と 思 わ れ る 場 所
に 繁 茂 し た コ シ ダ や ア ブ ラ ギ リ な ど も 見 ら れ 、 過 去 の 人 間 活 動 が 現 在 の 植 生 や 森 林 構 造 に 大 き な
影 響 を 与 え て い る こ と は 明 ら か で あ る 。 現 在 の 植 生 ・ 森 林 の 状 況 を よ り 深 く 理 解 す る た め に は 、
過 去 の 人 間 活 動 や 森 林 利 用 の 履 歴 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。
こ の 地 域 は 近 年 ま で 民 有 地 が 大 半 を 占 め て い た た め 、 国 有 林 の よ う に 施 業 履 歴 が 記 録 さ れ て お
ら ず 、 過 去 の 森 林 利 用 の 事 実 は 知 ら れ て い な が ら そ の 詳 細 を 報 告 し た も の は な か っ た 。 本 稿 で は 、
屋 久 島 西 部 地 域 で の 明 治 期 以 降 の 森 林 利 用 に つ い て 、 そ の 実 態 を 復 元 す る こ と を 目 的 と す る 。 断
片 的 な 文 献 資 料 の 突 き 合 わ せ 、 聞 き 取 り 調 査 、 現 地 に お け る 人 工 物 の 調 査 、 お よ び 年 輪 コ ア を つ
か っ た 樹 木 の 利 周 年 代 の 推 定 に よ っ て 、 過 去 の 森 林 利 用 の 実 態 を 把 握 し よ う と 試 み た の で 以 下 に
概 要 を 報 告 す る 。
調 査 方 法
文 献 お よ び 資 料 調 査
屋 久 島 西 部 地 域 で の 集 落 形 成 お よ び 森 林 利 用 ( 製 炭 、 樟 脳 製 造 、 木 材 伐 採 ) に 関 す る 情 報 を 収
集 す る た め 、 各 種 の 文 献 を 参 照 し た 。 参 照 資 料 に は 、 明 治 ・ 大 正 期 に 発 行 さ れ た 地 図 を 含 む 。 さ
ら に 、 1947 年 米 軍 撮 影 お よ び 1969 年 国 土 地 理 院 撮 影 の 白 黒 空 中 写 真 を 参 照 し た 。 こ れ ら の 空 中
写 真 を ERDAS lmagine ver.8. 7 を 使 っ て オ ル ソ 幾 何 補 正 し た 。
人 工 物 の 分 布
屋 久 島 西 部 地 域 の 半 山 か ら 川 原 ま で の 地 域 に お い て 、 炭 焼 き 窯 あ と 、 樟 脳 窯 あ と 、 石 積 み に よ
っ て 確 認 、 で 、 き る 畑 ・ 住 居 ・ 歩 道 の あ と を 探 し 、 そ の 位 置 を GPS 受 信 機 (Thales 製、 MobileMapper
Pro) で 測 量 し た 。 こ の GPS 受 信 機 は 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ヤ ノ レ 補 正 を 併 用 す る こ と に よ っ て 水 平 誤 差
1m 程 度 の 精 度 で 測 位 す る こ と が で き る 。 炭 焼 き 窯 に つ い て は 、 幅 、 奥 行 き 、 残 存 す る 石 積 み の 高
さ を 測 定 し 、 排 気 口 や 全 体 形 状 の 特 徴 を 記 録 し た 。
利 周 年 代 の 推 定
炭 焼 き や 樟 脳 製 造 が 終 了 し た 年 代 を 推 定 す る た め 、 い く つ か の 生 立 木 か ら 成 長 錐 に よ っ て 年 輪
コ ア を 採 取 し 樹 齢 を 推 定 し た 。 ま ず 炭 焼 き に つ い て は 、 炭 焼 き 窯 あ と の 周 囲 数 m 以 内 に 生 育 し て
い る セ ン ダ ン を 対 象 と し た 。 炭 焼 き 窯 の 周 囲 、 と く に 出 入 り 口 の 周 辺 に 生 育 し て い る 樹 木 は 、 そ






























り、 1960年(昭和 35年)頃まで続いたと推察される。また、 12本のクスノキについてその定着










1882年(明治 15年)に描かれた屋久島の古図、および 1889年(明治 22年)に輯製された 20
6 
万 分 の 1 地 図 に は 西 部 地 域 の 三 集 落 の 記 載 は な い 。 さ ら に 1894 年 ( 明 治 27 年 ) に 出 版 さ れ た 西
和 田 ( 1 894) に は 上 屋 久 村 ・ 下 屋 久 村 ( 当 時 ) の 大 字 が 挙 げ ら れ て い る が 、 そ の 中 に も 西 部 地 域
の 三 集 落 は 含 ま れ て い な い 。 お よ そ 30 年 後 の 1921 年 ( 大 正 10 年 ) に 大 日 本 帝 国 陸 地 測 量 部 に よ
っ て 作 成 さ れ た 地 図 に は 、 半 山 、 川 原 、 お よ び 瀬 切 の 集 落 名 が 家 屋 の 記 号 と と も に 記 さ れ て い る 。
さ ら に 屋 久 町 村 落 誌 第 一 巻 ( 1 993) に よ れ ば 、 栗 生 の 男 性 が 1914 年 ( 大 正 3 年 ) に 川 原 で 樟 脳 製
造 を し た と さ れ て い る 。 専 売 局 ( 1 942) の 記 述 を 参 考 に す れ ば 、 樟 脳 製 造 で は 原 料 の 調 達 や か ま
ど の 管 理 な ど に 少 な く と も 数 人 が 従 事 す る 必 要 が あ る と 判 断 で き る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 明 治 後
半 か ら 大 正 初 期 の 期 間 に お い て 、 上 記 の 3 カ 所 で は 集 落 と し て 認 識 さ れ う る 規 模 に な っ た と 推 察
さ れ る 。 た だ し 、 1922 年 ( 大 正 1 年 ) の 国 有 林 施 業 案 に は 「 関 連 集 落 瀬 切 農 民 三 戸 j の 記
載 が あ り 、 集 落 と い っ て も 小 規 模 な も の で 、 あ っ た と 推 察 さ れ る ( 熊 本 営 林 局 1922) 。 半 山 や 川 原
集 落 の 規 模 に 関 す る 情 報 は み つ け ら れ な か っ た 。
集 落 と し て 地 図 に 記 載 さ れ た 半 山 や 川 原 で あ る が 、 1940 年 ( 昭 和 15 年 ) に は り 1 原 部 落 は 今
廃 村 に な っ て い る 。 半 山 も 出 作 り が 衰 え て 廃 村 同 様 ( 宮 本 1974)J と し づ 状 態 に な っ た 。 こ の と
き の 瀬 切 の 状 態 に つ い て は 不 明 で あ る 。
聞 き 取 り 調 査 に よ っ て 、 戦 時 中 、 川 原 で 軍 用 材 の 伐 採 が お こ な わ れ た と い う 情 報 が 得 ら れ た 。
1947 年 撮 影 の 空 中 写 真 に は 、 川 原 地 域 で 大 規 模 な 皆 伐 地 が 確 認 、 で き る 。 GIS 上 で 構 造 物 の 位 置 と
空 中 写 真 を 重 ね 合 わ せ る と 、 炭 焼 き 窯 の 周 辺 に は 皆 伐 地 は 存 在 し な い の で 、 炭 焼 き よ り も 強 度 の
森 林 利 用 で 皆 伐 地 が 形 成 さ れ た と 思 わ れ る 。 こ の 皆 伐 地 は 戦 時 中 の 軍 用 材 伐 採 に よ っ て で き た と
考 え る の が 妥 当 で あ ろ う 。 な お 、 こ の 作 業 に 従 事 し た の は 戦 時 中 の 徴 用 朝 鮮 人 で 、 あ っ た と の 情 報
も 得 ら れ た 。
終 戦 直 後 の 半 山 で は 「 サ ツ マ イ モ を 作 り 、 炭 を 焼 い て 海 に 下 ろ す ( 安 渓 ・ 安 渓 2000) J と い う
生 活 を 道 る 人 た ち が い た 。 こ の 当 時 に は 松 ヤ ニ 採 取 も お こ な わ れ た と さ れ ( 安 渓 ・ 安 渓 2000) 、
い ま も 幹 に V 字 型 の 切 れ 込 み が 入 っ た 倒 木 が 半 山 と 川 原 で い く つ か 見 つ か る 。 そ の 後 、 1951 年 ( 昭
和 26 年 ) に は 民 間 会 社 で あ る 明 生 木 材 が 西 部 地 域 一 帯 の 民 有 地 を 取 得 し 、 パ ル プ 伐 採 を お こ な っ
た 。 こ れ に よ っ て 六 世 帯 ほ ど が 入 植 し た と い う が 詳 細 は 不 明 で あ る ( 上 屋 久 町 商 工 観 光 課 私 信 ) 。
1969 年 撮 影 の 空 中 写 真 で は 、 1947 年 撮 影 の 空 中 写 真 に 見 ら れ る 皆 伐 地 と は 異 な り 、 海 沿 い の 一 部
に 植 生 の 非 常 に 薄 い 部 分 が あ り 、 こ れ が パ ル プ 伐 採 の 対 象 地 で 、 あ っ た か も 知 れ な い 。 た だ し そ の
面 積 は 、 前 述 の 皆 伐 地 に 比 べ て 非 常 に 小 さ い 。
1958 年 ( 昭 和 33 年 ) の 時 点 で 半 山 に 住 ん で い た の は 一 組 の 夫 婦 の み で あ り 、 こ の 夫 婦 は 1965
年 ( 昭 和 40 年 ) 頃 ま で 半 山 に い た ら し い ( 松 田 1997) 。 昭 和 40 年 代 以 降 、 永 田 灯 台 の 周 辺 を の
ぞ き 西 部 地 域 に 人 が 住 ん だ と い う 記 録 は な い 。
西 部 地 域 で の 炭 焼 き
屋 久 島 で 炭 焼 き が は じ ま っ た の は 日 本 の 他 地 域 に 比 べ て 遅 く 、 「 屋 久 島 で は 昭 和 初 年 に よ う や く
製 炭 が は じ ま り 、 こ れ が 大 規 模 に な っ た の は 委 託 林 実 行 組 合 を 中 心 と す る 製 炭 事 業 が 軌 道 に 乗 り
は じ め た 昭 和 七 年 頃 か ら で 、 あ っ た J ( 斎 藤 1975) 。 し か し な が ら 、 セ ン ダ 、 ン の 年 輪 コ ア を 使 っ た 年
代 の 測 定 で は 、 1920 年 ( 大 正 9 年 ) に は す で に 使 用 さ れ な く な っ た 炭 窯 が 存 在 し 、 そ の 形 状 は 大
正 時 代 に 広 く 採 用 さ れ た も の と 一 致 す る の で ( 黒 炭 用 大 型 在 来 窯 ) 、 少 な く と も 西 部 地 域 で は 大 正
年 間 に 炭 焼 き が 始 ま っ て い た と 考 え ら れ る 。 第 二 次 世 界 大 戦 の こ ろ に な る と 需 要 が 急 増 し 、 1940
年 ( 昭 和 15 年 ) に 屋 久 島 を 訪 れ た 宮 本 常 ー に よ れ ば 、 「 目 下 木 炭 製 造 は じ つ に 盛 ん で 農 業 が 副 に
な っ て い る 。 砂 糖 製 造 は 休 ん で も 炭 焼 を し て も ら わ ね ば な ど と 言 っ て い る j と い う よ う な 状 況 だ
っ た ( 宮 本 1974) 。 屋 久 島 で の 製 炭 の 盛 況 は 戦 後 も 続 き 、 鹿 児 島 な ど 他 地 域 か ら の 入 植 者 に よ る









き窯ほどの大きさであれば、 1回の炭焼きでおよそ 5t弱の生木を消費し、 10日間程度を要した
と判断できる 。 森林総合研究所で公開されているデータベースから
(http://fddb.ffpri-108.affrc.go.jp/index.html)、上述の樹種の地上部バイオマスを合計する
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